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 勉強について 

 掃除をすると・・・ 

 前期も残すところわずかとなり、来月から後期に入り

ます。授業時数も多くなるとともに次回の考査範囲も

広がります。三年生は進学者が主となり全力で臨む

時期となりました。自身の持つそれぞれの目標達成に

向け取り組んでいってください。 

 さて、勉強の「しかた」が分からないから勉強できな

い、ということを耳にしますが、その真相は勉強しない

から勉強のしかたが分からない、と言えることが多分

にあります。北海道の特色とも言えるスキーに例えま

すが、滑ることもせずに滑り方を知ることはできない

し、とにかく山へ行き繰り返して滑ることで自然に滑り

方を覚えるものです。確かに滑り方を教わった場合、

身に付く効率はあがりますが、やはりその技術を体得

するには何度も滑走を繰り返し、その中で疑問

や失敗を改善するための模索的な試行錯誤を

実践していくことが必要となるでしょう。勉強も同

様で、数学も英語もまず机に向かい教科書と対

決していかなくては始まらない。まずは教科書と

向き合う時間を作ることが始まりです。 

 次に、勉強方法ですが、取り組みを続けていく

中で、必ず難関にぶつかることがありますが、あ

る程度の状況で見切りをつけることも必要で

す。つまり、そこに時間を掛け過ぎないというこ

と。まずは勉強範囲の分かるところと分からない

ところが明確になるまで勉強し、次に分かるとこ

ろが完全に理解できるよう努力を続ける。する
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と、これまで分からなかったところの一部分が、氷の溶けるように分かってくることが少な

くありません。そして、さらにこの新しく分かったところを深く自分のものにすることを続ける

ことで、またこれまで分からなかった一部分が分かってくる。各個人により分からない原

因は様々でしょうが、例えば、以前の検定学習において理解できない内容が、時間の経

過や学年が上がるにつれできるようになるのは、それまで不足していた自身のある面で

の能力や思考が、時間が経過する中で学び得た様々な力の要素において補われた結

果とも言えます。また、学問には体系制や系統性があり、他の取り組みと思われる努力

の継続が、その結び付きにより紐解けてくることも事実です。つまり、「分からない」と諦め

る前に、分かるところから勉強する。そして、時間を隔てながらも「分からないところ」を繰

り返して挑戦してみるということが大切です。きっと、過去に難関と思えた箇所が自分の

ものとなり、君たちの気が付かないところで大きな実となっていることでしょう。苦手科目も

検定も、そして新しく臨む学習内容も、諦めることなくぶつかってください。 

・ いろいろなことに「気づく目」ができる 

・ 「気づく人」になり、周りの人からの信  

 頼を得られる 

・ 様々な角度から見る「心の目線」が 

 育つ 

・ 「心を磨く」ことができる 

・ 「人として一流」の人間になれる 

・ トラブルの「後始末」ができる 

・ ゴミを拾うことで、他の「人を幸せに」 

 することができる 

 令和６年度卒業生の進路状況について 

                             （次頁へ） 

※左図は、今春卒業した国際流通科の先輩方の進路状況（前回掲載に同じ） 

 これまで、卒業生の進路状況についてお伝えしていますが、今回もその

続きとなります。今回の通信では、大学・短大の進路に絞り、状況をお伝え

します。自身の進路として選択肢に入っている生徒は、是非参考にしてくだ

さい。今春の卒業生全体の43%（5人に2人）が大学・短大に進学しました。 

 左図は上級学校において選択した学問分野となります。その名称により、

職業に直結するものから幅のあるものまで想像できることでしょう。何れにし

ても大切なのは、卒業後の進路となる「職業意識と学びとの関連性」と言え

ます。上級学校にて自身で学んだことをどの様に活かし、職業人としての道

を歩むのかを考え、選択していくことが望ましい進路実現となります。 

 次に受験方法について、下図のとおり76%という多数の生徒が推

薦での受験を選択し進路実現を果たしました。国際流通科はビジネス教育

に力を入れているため、カリキュラム上、一般選抜受験での対応には不足

 四年制大学・短期大学 

 目的のひとつに「交流」が含まれていまし

た。入学間もない君たちですので、現状では

交流も限られてくると思います。是非様々な

機会を捉えて積極的に多くの友人と交流を

深め、今後の生活に欠かせない仲間づくりを

してください。仲間は様々な場面において自

身の力となってくれるはずです。最後に良い

研修にするために大切なこと。それは、他の

人に迷惑をかけないこと。そのためには、規

則を守り、秩序正しい生活を送ることが必要

図や写真

の説明を
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図や写真の説明を記入します。 

【Ｒ6年度卒業生大学･短期大学進路先一覧】 

釧路公立大学         ２名   北海道情報大学        １名   武蔵野大学          １名 

北海学園大学         ２名   北海道文教大学        ２名    

北星学園大学         ９名   札幌国際大学         ２名   北海道武蔵女子短期大学    １名 

札幌学院大学         ２名   日本医療大学         １名   札幌国際大学短期大学部    １名 

札幌大学           ３名   北海道千歳ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ大学   １名   北翔大学短期大学部      １名 

北海商科大学         ２名   酪農学園大学         １名 

                   国際流通科通信 

           

している所もあり、この選択は必然的な状況とも言えます。それがゆえ、生徒

は三年間の歩みの中で学習全般に渡る成績の向上に努めたり、多くの上位

級の資格取得に励んでいました。また、部活動や行事等における自身の成長

（幅・奥行）に努め、面接での適切な評価に値する準備も必要となります。な

お、留意点として、「指定校」は大学との信頼関係による推薦枠を頂いている

ものであり、大きな責任を負うものであるということ。「公募」・「自己」推薦には

学力・小論文検査を伴う学校もあるなど、計画的な準備を必要とします。そし

て、もう一点伝えたいのは、普通科目の学力を上げる努力を続けることです。

これは、一般選抜受験も見据えた取り組みという意図もありますが、進学後の

学力の保障という観点にあります（普通科目の学びを深めた学生と同じ土俵

で講義を受けることになります）。日々の授業はもちろんのこと、進学講習への

積極的参加なども踏まえ取り組んでいってください。 

 総合型選抜による受験については、門戸が広がる傾向にあ

り選択肢として検討の余地はありますが、資格などの出願条件や学力試

験、小論文なども当然にして課せられることを念頭に、準備を進めていっ

てください。ちなみに、限られた指定校推薦枠を逃しても、この受験方法

で目標を掴み取った先輩もいます。 

 最後に、一般選抜受験についてですが、この年度は図のとおり

一部の生徒となりましたが、一昨年度は２割弱の生徒が臨みました（一般

選抜では難しいとされる釧路公立大学の合格や二部ではありますが、道

内私大の難易度の高い学校にも複数合格しています。ただし、何れの生

徒も目覚ましい取り組みをし、入学時より学業を疎かにすることなく打ち込

んだり、常に成績上位者として名を連ねた生徒たちでした。また、本校の

強みと言える「進学講習」へ積極的に参加し、授業内での不足箇所やカ

リキュラム上の課題となる受験対策を行っていました。大変かもしれませ

んが、各種検定に向け、計画的に懸命に取り組むことができる流通科生

徒だからこそ可能とも言える取り組みでしょう。また、中には、推薦不合格

時を踏まえ、これらの取り組みを継続し、一般受験にも十分対応できる学

力を身に付けた生徒も複数いました。 

 道外の私大志望者は是非検討してください。資格の上位級

取得と優れた成績を条件に難易度の高い進路実現も可能です（大学に

より条件も様々なため、担任の先生に早めの相談を！）。 

 ※本当の進路実現とは、行ける学校に進むことではなく、「行きたい学

校に進むこと」。そのための「準備（意識・情報・能力）」を身に付ける行動

に努めていってください。 

【推薦】 

【総合型】 

【一般】 

【全商推薦】 


